
極性基導入型カラムの実際　Ascentis / Ascentis Express  RP-Amide / Phenyl 

　極性基導入型カラムの製造工程は、C18カラムとは異なる、また、非常に特殊な技術が要求
されます。　ここでは詳細まではお話できないまでも、その全容とAscentisシリーズの実力をお

見せします。

　下図（上段）は、従来の方法により製造された極性基導入型カラムです。極性基を導入すると
いう作業は大変複雑で、最終的な製品になる頃には、様々なタイプの固定相が混在しているの
がわかります。我々はこれを『2-Step Bonding Chemistry』と呼んでいます。市販されている
殆どのカラムはこの方法で製造されています。我々の製品でも、３世代前のSupelcosil ABZシ

リーズまではこの方法を取っていました。

　これに対し、Discoveryシリーズより、Ascentisシリーズ、Ascentis Expressシリーズに至って
は、『 1-Step Bonding Chemistry 』の方法で製造されています。高純度の固定相を一度に
導入する事で、予想外の相互作用を排除する事に成功しています。また、Ascentisシリーズ以

降は、固定相導入後のエンドキャップ方法が特殊なため理論値ギリギリまでエンドキャップが
施されています。

　右図はAscentis RP-AmideがC18
とも選択性が違い、他の2-Setp タイ
プとも異なる結果を示しています。2-
Stepタイプのカラムでは、NSAIドラッ

グが大きくテーリングしているのがわ
かります。また、他社1-Stepタイプで
はC18カラムと、それ程選択性が変

わっていない事がわかります。我々、
シグマ アルドリッチはAscentis RP-
Amideを第二選択カラムにお勧めし

ます。

極性基導入型カラムの製造工程
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“1-Step Bonding Chemistry”　Ascentis、Discoveryシリーズ

様々な相互作用の
絡みあった複雑な
カラムになる。
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・エンドキャップ剤も導入しやすい。
・Ascentisのエンドキャップ技術で

　最大限のエンドキャップを実現！！
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“2-Step Bonding Chemistry”　従来カラム、

1. Ketoprofen
2. Naproxen
3. Ibuprofen
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極性基導入型
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A社 BRP
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Ascentis RP-AmideNSAIDsの分離例
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